
５．実証研究で得られた成果 

 

１ 連携型中高一貫教育校の魅力化に向けた共通理解 

 ○  福島高校学校運営協議会とコア委員会の委員を同一とすることで、２年後の連携型学

校運営協議会設置に向けた目標が共有できた。 

 ○ 福島高校学校運営協議会で福島高校・串間中学校の教育活動や魅力の発信等を協議する

場を設定することで、今後の委員それぞれの立場での取組事項が明確となるとともに、学

校運営協議会の重要性の意識が喚起されてきている。 

 

２ 連携型運営協議会の設置に向けた串間中学校運営協議会の設置の実現 

 ○ 令和３年度からの連携型運営協議会の実施に向けて、令和２年度からの串間中学校運営

協議会の設置に係る準備体制を構築することができた。 

  ・ 串間市及び中学校の運営協議会設置規約、年間活動計画、周知用チラシ、運営委員の

候補者選定等 

 

３ 先進校視察を通した連携型中高一貫教育校の充実の方向性の確認 

○ 連携型運営協議会設置の際に協議の柱としていく必要のある連携型中高一貫教育校の 

魅力づくりに資する連携の在り方や入試方法、小学校も含めた小中高一貫教育の充実体 

制の整備等についての情報を収集することができた。 

 

 

 


